


































































































図を作成するようにした。（図 2 、 3 ）
作成後は実際に作業を行い、修正点があれば都度
修正をかけるようにして製品概要と溶接条件を正し
くまとめることで、再度依頼があったときにはスムー
ズに作業を開始できるようになっている。
図 2 ．元図面
図 3 ．溶接治具組合せ図面
図 4 ．溶接作業風景
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また、現在作成している条件表のフォルダ内に溶
接依頼品のショートカットを配置し、図面や写真を
すぐに確認できるようにした。
以上のようにまとめ方を変えたことで、作業段取
りに掛ける時間や、溶接条件に掛ける思考時間を短
縮でき、効率よく作業を進めることが出来るように
なった。
6, まとめ
現地で様々な立場の技術職員と交流し、知見を広
げることが出来たほか、報告をまとめる中で業務に
還元出来るような考え方に気づくこともあった。
本研究会に参加できたことは、そういった点でも
とても有意義な時間だったと感じている。
この経験を糧として、以降も技術の向上に努めたい。
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